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フアーマー民は美ヨ原子/7公社 0安全黒兵粛係の長であし、公社捩ぴ戻課 子帰撃講系の

安全に蘭 して注意2勁言する責在を若ってひる,従つて彼蔵敷地戻たの基準を単に現在の

がス々熟黒鉛夕につuて Dみ ならず焉末 に生する蘭題 (欄 lえ ばがら設計 0麦員 、運転卦通

の変更等)も 充分に考属して将末とスえ2も敷地0基準をこれ以上厳 しくする赴妥のたひ

点にとスう立場で葎あて疾彗に事故のま醐番を取り根、`敷ォめ基準を論じて、ヽろ,

率に彼の論ネに従つてセ砂要旨を教項しよク:                て`■ 1ヽ

(2)致 地 選 定 の 因 子

/)勤カタ (大型発電庁)i■ つヽ`て敷地の基準を考える場合には、単に疑来 のX力発電薄

等に対する地釜、米愛寺:の事以外に次針脅ヒ衡な向題を考えなければならな `゙じ なし平

嗜理転時の結 阜誓ては敷地の基準を左右する●L}きない,敷地の基準の葉.考 えねざ/4-

らな゙ の蔵事故の時の間髪に限られる.事故の評綺ヒっいては、芙畜静な知妻 ,レ ぽ:し

かつた初期 O段階では、原子炒の性質に燕閃係に単に理論的に放射籠0板想的族数を振

定して研究されてぃた,(第 _画 ジ■ネープ会議 ,マ ーレイ、フライ,論夫 .そ の地諸

国の論文),美目てはこあマーレイ、フライの論文を基たして /κ7～ /イア鵜降の枚

数の解輸之′人口分布め研えから1簡単な敷地基準がなられて」た,しきじ療手炉の運

転 之、これに歯車した層党が盛なにつれて汝散される分裂生成物ぅ曇 鱈́表か等習鶏的に

准たする事が出来る様になつて来たので、現在では板狂的なもので■く端野ミじ繹べ・き (

cシルメ金)評′面が出来る様になった。

フアーマー氏`慮大型ガ`スか熱黒給減速夕につひて芋まの状寒、家急壽D錬量の限麦 ■́

:‐‐疑黍 梓等から事故時の障害範歯を絵定し、これから髪蒸からあつた芙ョら数地晨基碁
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